
『
義
経
記
」
、
能
や
幸
若
、
御
伽
草
子
な
ど
「
判
官
も
の
」
の
一
展
開
と

（
’
）

し
て
、
近
世
初
期
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
『
異
本
義
経
記
』
が
あ
る
。
『
義

経
記
」
に
そ
の
構
成
を
倣
い
な
が
ら
も
、
そ
の
名
が
示
す
通
り
内
容
は
全
く

と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
異
な
っ
て
い
る
。
特
徴
と
し
て
、
記
録
調
の
箇
条
書
の

文
体
、
本
文
の
後
に
挿
入
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
一
段
下
げ
の
注
記
の
部
分
を

持
つ
こ
と
、
他
に
は
み
ら
れ
な
い
独
自
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
採
り
込
ん
で
い
る

こ
と
な
ど
が
指
摘
で
き
る
。

さ
て
『
異
本
」
に
対
す
る
こ
れ
ま
で
の
研
究
は
、
成
立
時
期
に
関
す
る
推

定
、
依
拠
資
料
の
考
証
、
本
文
構
成
の
特
色
の
指
摘
、
「
異
本
」
以
降
の
諸

（
一
一
」

文
献
へ
の
享
受
の
さ
れ
方
に
関
す
る
も
の
が
そ
の
主
な
も
の
で
あ
る
。
し
か

し
「
な
ぜ
」
「
ど
の
よ
う
に
」
『
異
本
」
が
成
立
し
た
の
か
と
い
う
編
纂
意

図
、
及
び
背
景
に
関
す
る
具
体
的
な
考
察
は
未
だ
な
さ
れ
て
い
な
い
と
い
え

る
。
例
え
ば
高
橋
貞
一
氏
が
先
鞭
を
つ
け
ら
れ
た
依
拠
資
料
に
つ
い
て
の
考

は
じ
め
に

『
異
本
義
経
記
』
の
構
成

「
異
本
義
経
記
』
の
構
成

（
四
）

ま
ず
、
『
異
本
義
経
記
」
全
体
の
構
成
の
図
表
を
掲
げ
て
検
し
て
み
よ
う
。

『
異
本
」
は
、
義
経
の
生
い
立
ち
か
ら
源
平
の
合
戦
を
挟
ん
で
そ
の
死
去

ま
で
を
題
材
と
し
て
お
り
、
構
成
は
ほ
ぼ
『
義
経
記
」
に
倣
っ
て
い
る
。

「
義
経
記
」
巻
四
ま
で
の
前
半
生
が
「
異
本
』
の
上
巻
に
相
当
し
、
巻
五
以

下
の
失
意
時
代
が
下
巻
に
相
当
す
る
。
し
か
し
詳
細
に
見
て
い
く
と
、
「
義

経
記
」
で
い
え
ば
巻
一
と
巻
二
、
「
異
本
」
で
は
「
１
義
朝
子
女
」
か
ら

「
９
湛
海
被
斬
」
に
相
当
す
る
流
れ
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
の
に
対
し
、
弁
慶

の
登
場
以
降
は
、
弁
慶
が
特
に
中
心
と
な
る
『
義
経
記
」
巻
三
や
巻
七
、
さ

証
は
、
作
品
構
成
上
の
特
色
と
か
ら
め
な
が
ら
大
城
実
氏
が
具
体
的
な
検
証

（
一
二
〉

を
さ
れ
て
い
る
。
で
は
大
城
氏
の
検
証
結
果
以
外
に
、
ど
の
よ
う
な
構
成
上

の
特
色
が
指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
は
『
異
本
」
成
立
の
背
景
と
そ

の
環
境
を
究
明
す
る
前
段
階
と
し
て
、
ま
ず
新
た
な
作
品
全
体
の
構
成
上
の

特
色
を
解
析
す
る
こ
と
で
そ
の
方
法
・
意
図
を
考
察
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

｜
、
全
体
の
構
成

山
本

淳
三

五



（
図
表
「
全
体
の
構
成
」
）

、
増
尾
十
郎
権
頭
兼
房
ｌ

ｕ
武
蔵
房
弁
慶

吃
常
陸
房
海
尊

Ｂ
鈴
木
重
善

鎧
嘘
燕
鎌
潅
蝿
田
源
三

【
巻
上
】

１
義
朝
子
女

２
義
経
出
生
・
鞍
馬
入
‐
川
川
墾
率
鏥

３
聖
門
坊

ｌ
ｌ
ｌ
］
ｌ
癖
衛

４
遮
那
王
貴
船
詣

５
橘
次
季
春
・
深
栖
陸
助
重
頼
Ｔ
Ｊ
１

’
１
咋

６
遮
那
王
海
道
下

’
１
１
」
剛

７
遮
那
王
奥
州
下
着

８
鬼
一
法
眼
義
経
上
洛
Ⅱ
Ⅱ
十

９
湛
海
被
斬

咽
鎌
田
兵
衛
娘
牛
王

Ⅳ
関
原
与
市
・
牛
王
最
後
Ｍ
Ｉ
Ｌ
郡
続

出
義
経
奥
州
下
向

州

旧
義
経
平
家
追
討
Ｉ
奥

加
義
経
大
嘗
会
前
駆
戦
ｌ
合

別
屋
島
合
戦
平源

塊
壇
浦
合
戦
・
義
経
景
時
不
和
Ｉ

胆
備
前
平
四
郎
‐
Ｉ
Ｉ
Ｌ

義経の郎等衡号 鬼一法眼
物語

と三 ’

得意時代 牛い立ち

犯
鈴
木
重
家

調
義
経
討
死

蛆
義
経
室
家
仕
女
物
語

弧
義
経
奥
州
下
向

哩
頼
朝
奥
州
征
伐

総
秀
衡
死
去

挫
忠
衡
討
死

拓
義
経
首
葬

【
巻
下
】

羽
義
経
鎌
倉
下
向

別
土
佐
房
被
斬

泌
義
経
都
落

泌
静
鎌
倉
下
向

”
梶
原
景
茂
静
無
礼

詔
義
経
多
武
峰
入

鴻
禅
林
房
覚
日
糺
門

訓
常
盤
糺
問

皿
守
覚
法
親
王
述
懐

蛇
義
経
小
舎
人
菫
五
郎
丸

粥
堀
弥
太
郎
景
光
生
捕

拠
佐
藤
忠
信
討
死

弱
南
都
勧
修
坊
得
業
聖
仏

粥
山
口
太
郎
家
任

諏
景
時
家
人
河
津
小
五
郎

U|L｢」
藷の死

L｢｜
頼朝と
の対立

義経奥州奥北
の死藤原氏1､|､｜国
の滅亡合落

戦

｛時間の重腹個所｝

義経
者曉藷周辺の人々の受難

失意時代

一
二
一
ハ



「
安
元
三
年
三
月
二
日
、
桂
姫
義
経
ノ
息
女
ヲ
産
後
、
桂
姫
空
敷
ナ
ル
（
ｔ

Ⅳ
オ
）
」
の
よ
う
に
、
あ
る
出
来
事
の
起
こ
っ
た
年
号
・
日
付
を
冒
頭
に
付

け
る
形
式
で
あ
り
、
冒
頭
に
限
ら
ず
各
章
段
内
に
お
い
て
も
数
多
く
見
ら
れ

る
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
以
下
各
章
段
の
冒
頭
部
分
を
示
し
、
『
異
本
一
全
体
の
章
段
構

成
を
見
て
い
く
。
併
せ
て
、
冒
頭
部
分
で
は
な
い
が
本
文
中
で
特
に
年
号
．

ら
に
義
経
一
行
の
吉
野
落
ち
や
忠
信
の
吉
野
合
戦
の
巻
五
が
省
略
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
代
わ
り
「
皿
増
尾
十
郎
権
頭
兼
房
一
か
ら
「
Ⅳ
関
原
与
市
・
牛
王

最
後
」
ま
で
に
は
義
経
の
家
臣
獲
得
な
ど
の
、
そ
し
て
一
妬
静
鎌
倉
下
向
一

か
ら
「
粥
鈴
木
重
家
」
ま
で
に
は
家
臣
な
ど
義
経
周
辺
の
人
々
の
受
難
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
が
そ
れ
ぞ
れ
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
調
義
経
討
死
」
で
一
旦

義
経
が
死
ん
で
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ま
で
描
か
れ
な
か
っ
た
「
仙

義
経
奥
州
下
向
」
か
ら
後
Ⅲ
淡
的
な
「
妬
義
経
首
葬
」
ま
で
を
加
え
て
再
び

義
経
の
死
ま
で
を
描
き
、
最
後
は
構
成
上
の
破
綻
を
き
た
し
て
い
る
か
の
ど

と
き
で
あ
る
。

さ
て
『
異
本
義
経
記
」
は
右
の
よ
う
な
構
成
を
、
な
ぜ
採
っ
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
い
ま
作
品
内
の
各
章
段
の
書
き
出
し
に
着
目
す
る
と
、
お
よ
そ

「
異
本
」
に
は
主
に
二
つ
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
一
つ
は
「
武
蔵
房
弁
慶
事

（
上
田
ウ
）
」
の
よ
う
に
、
一
つ
の
章
段
全
体
が
あ
る
人
物
に
関
す
る
エ
ピ

ソ
ー
ド
の
場
合
に
そ
の
人
物
名
を
冒
頭
に
示
す
形
式
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は

二
、
章
段
構
成

『
異
本
義
経
記
』
の
構
成

日
付
が
記
さ
れ
て
い
る
個
所
も
抜
き
出
し
て
み
る
と
、
章
段
構
成
上
の
特
徴

と
し
て
以
下
の
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
（
章
段
冒
頭
の
記
号
は
、
Ａ
は
人
物

紹
介
、
Ｂ
は
年
号
・
日
付
で
始
ま
る
も
の
、
ｂ
は
『
異
本
」
全
体
の
流
れ
に

Ｉ

符
合
し
な
い
日
付
・
年
号
、
Ｃ
は
そ
の
他
を
表
し
、
そ
れ
ぞ
れ
は
人
物

紹
介
、
は
年
号
・
日
付
と
し
た
。
ま
た
年
号
・
日
付
の
記
述
部
分
は
、

〈
五
“
」

文
章
の
途
中
の
も
の
は
改
行
し
て
冒
頭
に
示
し
た
）
。

ｉ
Ｉ

Ａ
壼
粟
本

（
「
３
聖
門
坊
」
、
３
ウ
ー
４
オ
）

Ｃ
遮
肌
王
、
早
足
飛
越
ナ
ン
ト
シ
給
フ
ニ
…
。

（
「
４
遮
那
王
貴
船
詣
」
、
４
オ
ー
ウ
）

Ａ
其
頃
四
条
坊
門

Ａ
掘
郵
洵
釧
掛
唖
瞬
訶
導
双
帽
載
お
山
弼
奉
露
檸

【
巻
上
一

口
Ａ
左
馬
頭
義
朝
ノ
息
男
以
上
十
人
ノ
内

平
治
二
年
二
月
九
日
ノ
夜
、
清
水
寺
ノ
観
音
へ
：
。

（
「
２
義
経
出
生
・
鞍
馬
入
」
、
２
オ
ー
ウ
）

い
ゞ
常
盤
、
情
盛
二
訓
テ
息
女
ヲ
産
テ
後
：
。
：
、

承
安
四
年
三
月
三
日
、
鞍
馬
ヲ
首
途
。
・
・
・
。

（
「
５
橘
次
季
春
・
深
栖
陸
助
重
頼
」
、
５
オ
ー
ウ
）

頼
ト
云
ル
者
、

翌
年
二
月
、
鞍
馬
寺
二
入
ル

平
治
元
巳
卯
年
、
洛
北
紫
野
ニ
テ
生
ル

ノ
橘
次
季
春
卜
云
金
商
人

二
聖
門
坊
卜
云
ル

…
。
（
－
１
義
朝
子
女
一
、
１
オ
）

母
九
条
院
官
稗
常
盤
。

〕
…
、
牛
若
丸
二
歳
ニ
ナ
ル
ヲ
抱
キ
、

又
下
総
国
住
人
、

（
同
右
、
２
ウ
ー
３
ウ
）

４
オ
ー
ウ
）

深
栖
陸
助
重

三

七



安
元
二
年
二
月
十
一
日
平
和
泉
ヲ
出
給
フ
。

（
「
８
鬼
一
法
眼
・
義
経
上
洛
」
、
ｕ
オ
ー
旧
ウ
）

Ｃ
義
経
、
都
一
条
大
蔵
卿
長
成
朝
臣
ノ
方
へ
：
。
（
同
右
、
旧
ウ
ー
Ⅲ
オ
）

Ａ
訊
吋
「
認
忍
蝿
祁
弐
悪
罵
畷

三
月
十
二
日
元
服
。
：
．
。
（
同
右
、
７
ウ
ー
８
オ
）

Ｃ
義
経
、
大
宮
司
ノ
方
二
四
五
日
逗
留
マ
シ
マ
シ
…
。

（
同
右
、
８
オ
ー
ウ
）

Ｃ
義
経
、
長
力
許
二
逗
留
有
シ
ニ
…
。
（
同
右
、
８
ウ
ー
９
オ
）

Ｃ
義
経
、
其
ョ
リ
モ
下
総
国
二
着
給
上
…
、

九
月
中
旬
二
出
給
フ
。
：
。
（
同
右
、
９
オ
ー
Ⅲ
オ
）

Ｃ
上
野
国
松
井
田
卜
云
所
二
宿
シ
給
フ
“
・
・
。

（
「
７
遮
那
王
奥
州
下
着
」
、
叩
オ
ー
ウ
）

Ｃ
平
和
泉
二
着
給
ヘ
ハ
…
。
（
同
右
、
、
ウ
ー
皿
オ
）

Ａ
鯛
堀
穗
綴
剰
以
巍
頚
型
…
。
（
「
６
遮
那
王
海
道
下
」

Ｃ
遮
那
王
、
青
墓
二
着
給
ヒ
テ
…
。
（
同
右
、

Ｃ
遮
那
王
、
尾
張
国
熱
田
大
宮
司
祐
範
ノ
方
ニ
テ
、

Ｂ
安
元
三
年
三
月
二
日
、

Ａ
法
眼
門
弟
一

Ｃ
法
眼
衣
ノ
下
二
…
．
（
同
右
、
ｕ
ウ
ー
胴
オ
）
Ａ
鍋
邸
具
織
郡
嬢
笠
彗
郊

A

｜
十
二
月
十
六
日
ノ
夜

鬼
一
法
眼
、
生
国
伊
予

ヲ
幸
二
、

一
、
白
川
ノ
湛
海
卜
云

師
鬼
一
‐
法
眼
脂
云
者
有

（
「
９
湛
海
被
斬
」
、
旧
オ
ー
Ⅳ
オ
）

○

桂
姫
義
経
ノ
息
女
ヲ
：
。
。

（
同
右
、
Ⅳ
オ
ー
昭
ウ
）

ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

吉
岡
ノ
者
ト
ニ
ヤ
。

（
同
右
、
Ｍ
オ
ー
ウ
）

橘
次
季
春
力
京
上
り

．
６
オ
ー
ウ
）

６
ウ
ー
７
オ
）

Ｂ
安
元
三
年
初
秋
ノ
頃

ｂ
安
元
二
年
正
月
三
日
、
義
朝
政
家
十
七
回
忌
二
…
。

（
「
肥
鎌
田
兵
衛
娘
牛
王
」
、
”
オ
ー
別
オ
）

AAAA

瀞
３ ｂ
文
治
五
年
ノ
春
、
藤
代
ヲ
忍
出
テ

A

安
元
二
年
六
月
十
二
日

同
十
七
日
。
：
。■

Ａ
誉
扉
陸
三
尾
潟
笠
専
事
；
。

Ａ
感
凝
扇
謡
蕊
妻
、

Ａ
欝
州
爵
脅
ハ

安
元
三
年
ノ
夏
、
或
夜
義
経

安
元
二
年
ノ
頃
在
京
シ
タ
リ
。
八
月
十
五
日

’

（
「
Ⅳ
関
原
与
市
・
牛
王
最
後
」
、
別
オ
ー
ウ
）

（
「
、
増
尾
十
郎
権
頭
兼
房
一
、
田
オ
ー
ウ
）

（
「
喝
備
前
平
四
郎
」
、
郡
オ
ー
”
オ
）

（
「
皿
武
蔵
房
弁
慶
」
、
旧
ウ
ー
”
オ
）

（
「
吃
常
陸
房
海
尊
」
、
油
オ
ー
ウ
）

ｉ
ｉ
ｉ

子
也
。

（
「
脇
鈴
木
重
善
」
、
”
ウ
ー
別
ウ
）

へ

I「
皿
鷲
尾
三
郎
．
．
：
。
｜
、
鯉
ウ
）

（
同
右
、
型
ウ
ー
濁
オ
）

（
同
右
、
泌
オ
）

（
同
右
、
妬
オ
ー
妬
オ
）

三
八



A Ｂ
義
経
二
十
二
ノ
年
、

Ｃ
犬
王
丸
力
母
方
ノ
叔
父
鮫
島
平
次
ト
云
者
…
。
（
同
右
、
帥
ウ
ー
調
オ
）

Ｃ
其
頃
、
平
相
国
ノ
、
常
盤
力
子
共
皆
法
師
ニ
ナ
セ
ト
…
。
：
。

八
月
中
旬
、
都
ヲ
立
給
フ
。

Ｂ
同
十
月
廿
五
日
大
當
会
ノ
行
幸
、
義
経
前
駆
ス
．
・
・
・
“

（
「
加
義
経
大
嘗
会
前
駆
」
、
洲
オ
ー
訴
ウ
）

Ｂ
同
四
月
廿
一
日
、
梶
原
平
三
景
時
一
族
…
。
（
同
右
、
蛇
オ
ー
妬
オ
）
Ｂ
文
治
元
年
十
一
月
十
七
日
、
義
経
、
吉
野
ノ
山
へ
入
給
フ
時
二

Ｂ
元
暦
二
年
三
月
廿
四
日
・
・
・
。
（
同
右
、
狐
ウ
ー
型
オ
）

Ｂ
元
暦
二
年
二
月
十
六
日
、
義
経
八
島
へ
首
途
ノ
時
、
：
。

（
ゞ
「
加
屋
島
合
戦
」
、
抑
ウ
ー
洲
ウ
）

Ｃ
八
島
ノ
軍
ノ
時
、
大
臣
殿
宣
ヒ
シ
ハ
…
。
（
同
右
、
粥
ウ
ー
細
ウ
）

Ｃ
壇
浦
ニ
テ
平
家
ノ
人
々
入
水
ノ
時
．
：
。

（
「
犯
壇
浦
合
戦
・
義
経
景
時
不
和
」
、
狐
ウ
）

九
月
五
日
、
婚
姻
ア
リ

寿
永
二
年
正
月

十
月
廿
一
日

治
承
四
年
頼
朝
公
義
兵
ニ
ョ
ッ
テ
、
平
和
泉
ヲ
出
陣
有
。

八
月
十
四
日
、
重
頼
息
女
首
途
ス
。

元
暦
元
年
八
月
六
日
、
義
経
左
衛
門
少
尉
ニ
ナ
ル
。
．
．
”

（
「
賜
義
経
平
家
追
討
」
、
羽
ウ
ー
妬
ウ
）

同
ク
ニ
月

『
異
本
褒
経
記
』
の
構
成

（
「
喝
義
経
奥
州
下
向
」
、
卵
オ
）

（
同
右
、
弱
ウ
ー
妬
オ
）

A Ｂ
同
十
月
廿
九
日
、
義
経
ヲ
責
ン
力
為

Ｂ
同
十
月
三
日
、
義
経
仙
洞
へ
参
リ
テ
・
・
・
‐

（
「
泌
義
経
都
落
」
、

Ｃ
義
経
、
既
二
院
宣
ヲ
申
下
シ
宿
所
二
帰
り
：
．
。
（
同
右
、

Ｂ
同
九
月
、
鎌
倉
ヨ
リ
…
。
（
「
測
士
佐
房
被
斬
」

Ｃ
時
二
昌
俊
、
下
野
国
二
置
タ
リ
シ
老
母
力
事
ナ
ン
ト
．

Ｂ
同
六
月
五
日
、
頼
朝
公
終
二
義
経
二
御
対
面
ナ
ク
シ
テ

Ｂ
元
暦
二
年
四
月
廿
四
日
…
．

同
五
月
、
義
経
、
宗
盛
公
父
子
ヲ
相
伴
：
。

（
「
羽
義
経
鎌
倉
下
向
」
、
１
オ
ー
２
オ
）

Ｃ
義
経
、
是
如
何
ナ
ル
ユ
ヘ
ニ
カ
、
ル
事
モ
有
ナ
ン
。
…
．

（
同
右
、
２
オ
ー
３
ウ
）

【
巻
下
】

同
十
一
月
朔
日
…
”
・
・
・
、

同
三
日
、
義
経
、
都
ヲ
ヒ
ラ
キ
給
フ

同
五
日
、
摂
津
国
川
尻
二
着
給
フ
“

同
八
日
、
大
和
路
二
…
。

同
九
月
九
日
ニ
鎌
倉
ヲ
立
テ
ヶ
リ
。
：
。

同
十
七
日
、
京
着
ス
“
・
・
・
。
（
同
右
、
５
ウ
ー
８
オ
）

’

〃
§
ノ
、
ノ
ミ
／
、
〃
、
グ
ミ
ノ
Ｌ

《
者
有
。

（
同
右
、
喝
オ
ー
皿
ウ
）

（
同
右
、
ｕ
オ
ー
旧
オ
）

（
同
右
、
３
ウ
）

３
ウ
ー
５
ウ
）

８
オ
ー
９
ウ
）

９
ウ
ー
皿
オ
）

九



Ｂ
文
治
二
年
五
月
下
淀
ノ
頃
、
義
経
、
鞍
馬
東
光
房
二

Ｂ
文
治
元
年
十
一
月
下
旬
、
義
経
、
山
伏
ノ
姿
ト
ナ
リ
テ

Ｂ
同
五
月
十
四
日
、

Ｂ
同
六
月
廿
二
日
、
義
経
、
御
室
ノ
辺
二
忍
ヒ
テ
居
給
フ
由

或
時
、
守
覚
法
親
王
御
所
学
ノ
頃
．
：
。

義
経
ノ
郎
等
伊
勢
三
郎
二
…
。
…
。

因
並
、
六
月
三
日
…
。
（
「
泊
禅
林
房
覚
日
糺
門
」

Ｂ
同
六
月
六
日
、
一
条
河
崎
観
音
堂
ノ
門
前
ニ
テ
：
。

（
「
帥
常
盤
糺
問
」

Ｃ
義
経
在
京
ノ
時

九
月
廿
二
日
、
私
用
有
テ
：
。

（
「
一

Ａ
侭
頴
瞬
邸
や
郎
威
べ
嶽
郵
域
一
億
べ
く
；
・
ぃ
．

‘
同
四
月
八
日
、

同
二
年
三
月
朔
日
、
静
並
二
母
磯
前
司
共
二
鎌
倉
へ
召
し

文
治
二
年
ノ
秋

同
七
月
四
日
、

九
月
廿
二
日
二
、
宇
治
ヨ
リ
暫
ノ
暇
申
テ

（
「
訓
守
覚
法
親
王
述
懐
」
、
羽
オ
ー
”
ゥ
）

左
馬
頭
能
保
朝
臣
ノ
家
人
：
。

（
「
弛
義
経
小
舎
人
童
五
郎
丸
」
、
洲
オ
ー
ウ
）

若
宮
ノ
宝
前
ニ
テ
芸
ヲ
施
ス
。
：
．
。

（
「
鴻
静
鎌
倉
下
向
」

、
工
藤
左
衛
門
尉
祐
経
…
。

（
「
洲
堀
弥
太
郎
景
光
生
補
」
、
洲
ウ
ー
狐
オ
）
Ｂ
文
治
三
年
十
月
廿
九
日
、
秀
衡
死
去
有

（
「
”
梶
原
景
茂
静
無
礼
」
、
略
ウ
ー
旧
オ
）

（
「
調
義
経
多
武
峰
入
」
、
旧
オ
ー
ウ
）
Ｂ
文
治
四
年
ノ
秋
ノ
頃

即
ウ
ー
郡
オ
）

Ｈ
ウ
ー
略
ウ
）

岨
ウ
ー
別
ウ
）
Ｂ
同
五
年
三
月
、

Ｂ
同
年
九
月
五
日
、
夜
二
入
テ
：
。

（
「
如
義
経
室
家
仕
女
物
語
」
、
蛆
ウ
ー
総
オ
）

｛
時
間
の
重
複
個
所
｝

Ｃ
義
経
、
奥
州
へ
落
給
シ
時
、
・
・
。

（
「
細
義
経
奥
州
下
向
」
、
棚
オ
ー
ウ
）

Ｃ
加
賀
国
富
樫
介
力
関
所
ヲ
通
給
フ
時
…
。
（
同
右
、
蝿
ウ
ー
斜
オ
）

Ｃ
義
経
、
平
泉
へ
下
り
着
給
ヘ
ハ
、
秀
衡
方
人
シ
テ
…
。

（
「
蝿
頼
朝
奥
州
征
伐
」
、
“
オ
ー
鞭
ウ
）

Ｂ
同
閏
四
月
晦
日
辰
ノ
尅
、
本
吉
冠
者
高
衡
ヲ
大
将
ト
シ
テ
…
。

（
「
調
義
経
討
死
」
、
細
オ
ー
ウ
）

A Ｂ
文
治
三
年
三
月
、

文
治
四
年
ノ
頃
ヨ
リ
、
常
陸
房
海
尊
ヲ
蝦
夷
へ
…
。

（
「
蝿
秀
衡
死
去
一
、
鞭
ウ
ー
網
ウ
）

文
治
三
年
十
一
月
廿
五
日
、
家
任
、
今
出
川
ノ
宿
所
二
…
。

（
「
妬
山
口
太
郎
家
任
」
、
洲
オ
ー
洲
オ
）

馬
国
ノ
住
人
、
山
口
太
郎
家
任
ト
云

（
「
諏
景
時
家
人
河
津
小
五
郎
」

北
条
五
郎
時
連
：
．
。

（
「
洲
鈴
木
重
家
」

（
「
別
佐
藤
忠
信
討
死
」

南
都
勧
修
房
得
業
聖
仏
．
：
。

（
「
弱
南
都
勧
修
坊
得
業
聖
仏
」

笥
邦
蝿

弧
ウ
ー
虹
オ
）

記
オ
ー
詔
オ
）

蛇
オ
ー
汎
オ
）

四
○

別
オ
ー
蛇
オ
）



ま
ず
書
き
出
し
の
特
色
の
一
つ
で
あ
る
人
物
名
を
紹
介
す
る
形
式
で
あ
る

が
、
こ
れ
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
上
巻
に
集
中
し
て
い
る
。
上
巻
の
冒
頭

（
「
１
義
朝
子
女
」
～
「
６
遮
那
王
海
道
下
」
）
、
鬼
一
法
眼
関
係
（
「
８

鬼
一
法
眼
・
義
経
上
洛
こ
、
義
経
の
郎
等
な
ど
の
関
係
者
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

紹
介
（
「
加
増
尾
十
郎
権
頭
兼
房
」
～
「
岨
鎌
田
兵
衛
娘
牛
王
こ
の
よ
う

に
、
特
定
の
個
所
に
集
中
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
。
上
巻
は
四
一
段
に
分
け
ら
れ
る
が
、
そ
の
約
半
数
に

当
る
一
九
段
が
こ
う
し
た
形
式
と
な
っ
て
い
る
。
対
し
て
下
巻
は
二
九
段
中

三
段
で
あ
り
、
上
巻
と
比
べ
て
数
量
に
違
い
が
み
ら
れ
る
。

そ
の
内
容
は
、
紹
介
さ
れ
た
各
人
物
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
り
、
こ

の
形
式
を
持
つ
章
段
は
登
場
人
物
一
人
に
つ
き
一
つ
配
当
さ
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
こ
の
形
式
で
始
ま
る
章
段
の
多
く
は
『
義
経
記
』
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
準

じ
て
配
置
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
必
ず
し
も
「
異
本
一
作
品
中
の
時

間
の
流
れ
に
沿
う
も
の
で
は
な
く
、
｜
つ
一
つ
独
立
し
た
章
段
を
一
定
の
グ

ル
ー
プ
に
配
列
し
た
感
が
強
い
（
｜
皿
増
尾
十
郎
権
頭
兼
一
屋
か
ら
「
焔
鎌

田
兵
衛
娘
牛
王
」
に
か
け
て
な
ど
）
・
冒
頭
か
ら
「
９
湛
海
被
斬
」
ま
で
は
、

Ｂ
同
年
六
月
廿
五
日
ノ
夜
、
勾
当
八
秀
実
ヲ
大
将
ト
シ
ニ

（
「
判
忠
衡
討
死
」

Ｃ
因
幡
前
司
広
元
、
和
田
義
盛
二
云
ル
ハ
…
。

（
「
妬
義
経
首
葬
」

『
異
本
義
経
記
』
の
構
成

三
、
構
成
上
の
特
色

別
ウ
ー
別
ウ
）

蛸
ウ
ー
別
オ
）

ス
ト
ー
リ
ー
展
開
に
即
し
て
配
置
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
形
式
以
外
に
、

「
遮
那
王
、
青
墓
二
着
給
ヒ
テ
（
上
６
ウ
）
」
↓
「
遮
那
王
、
尾
張
国
熱
田

大
宮
司
祐
範
ノ
方
ニ
テ
（
上
７
ウ
）
」
↓
「
義
経
、
大
宮
司
ノ
方
二
四
五
日

逗
留
マ
シ
マ
シ
（
土
８
オ
）
」
の
よ
う
に
、
義
経
の
行
動
を
示
す
章
段
を
連

続
さ
せ
て
『
異
本
』
の
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
を
示
す
形
式
も
あ
る
。
つ
ま
り
、

独
立
し
た
登
場
人
物
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
列
記
す
る
こ
と
で
作
品
が
構
成
さ
れ

て
い
る
と
い
え
る
。

し
か
し
先
述
し
た
上
巻
の
義
経
の
郎
等
な
ど
に
関
す
る
各
説
話
は
、
弁
慶

が
義
経
の
郎
等
と
な
っ
た
と
い
う
章
段
（
「
ｕ
武
蔵
房
弁
慶
」
）
以
外
は
、

『
義
経
記
』
に
は
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
義
経
の
郎
等
獲
得

と
い
う
内
容
で
統
一
さ
れ
て
は
い
る
が
、
直
接
作
品
の
時
間
的
連
続
性
に
関

係
し
て
お
ら
ず
、
叙
述
形
式
も
ほ
と
ん
ど
が
説
明
調
・
記
録
調
で
あ
る
。
ま

た
そ
れ
以
外
の
文
芸
的
叙
述
を
有
す
る
章
段
（
「
、
増
尾
十
郎
権
頭
兼
房
」

「
鯛
鈴
木
重
善
」
「
旧
備
前
平
四
郎
」
「
焔
鎌
田
兵
衛
娘
牛
王
」
な
ど
）
は
、

「
異
本
』
独
自
の
伝
承
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
弁
慶
の
獲
得
に
関
連
し
て
他
の

郎
等
獲
得
の
説
話
を
、
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
を
一
時
中
断
し
て
ま
で
一
括
し
て

（
｛
ハ
）

列
挙
し
よ
う
と
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
挿
入
説
話
に
よ
っ
て
話
の
・
展
開
が
中
断
す
る
と
い
う
性
格
は
、

「
義
経
記
」
に
は
見
ら
れ
ず
、
こ
こ
に
「
異
本
」
の
意
図
が
表
出
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
以
外
に
各
登
場
人
物
の
人
物
伝
に
も
関
心

が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
収
集
し
作
品
の
中
に
列
挙
し
て
提
示
す
る
、
い
わ
ば

「
登
場
人
物
の
カ
タ
ロ
グ
｜
と
し
て
の
性
格
を
「
異
本
』
に
持
た
せ
る
意
図

で
あ
ろ
う
。

四



次
に
年
号
・
日
付
を
冒
頭
に
示
す
特
色
で
あ
る
が
、
上
巻
は
六
例
と
少
な

い
も
の
の
下
巻
で
は
逆
に
一
八
例
と
増
え
て
い
る
。
ま
た
年
号
の
明
記
は
本

文
記
述
に
お
い
て
も
顕
著
で
あ
り
、
特
に
下
巻
で
は
「
訓
守
覚
法
親
王
述

懐
」
の
後
半
部
（
『
或
時
』
以
降
）
や
「
虹
義
経
奥
州
下
向
」
「
蛇
頼
朝
奥

州
征
伐
」
と
い
っ
た
「
吾
妻
鏡
』
な
ど
の
中
世
期
の
義
経
関
係
の
資
料
に
あ

。
〃
七

ま
り
見
ら
れ
な
い
と
さ
れ
る
説
話
を
持
つ
い
く
つ
か
の
章
段
以
外
は
全
て
、

冒
頭
部
や
本
文
中
に
年
号
・
日
付
を
示
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
．
こ
れ

（
八
）

は
『
吾
妻
鏡
』
な
ど
を
典
拠
と
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
少
な
い
な
が
ら
上
巻
に
も
本
文
中
に
年
号
・
日
付
を
記
す
章
段

が
存
在
す
る
。
上
下
巻
を
通
し
て
時
間
の
流
れ
を
追
っ
て
み
る
と
、
上
巻
の

二
個
所
（
「
喝
鈴
木
重
善
」
「
焔
鎌
田
兵
衛
娘
牛
王
」
）
と
下
巻
の
「
虹
義

経
奥
州
下
向
」
か
ら
最
後
の
「
妬
義
経
首
葬
」
ま
で
の
計
三
個
所
を
除
け
ば
、

義
経
の
出
生
か
ら
そ
の
死
後
の
顛
末
ま
で
が
、
時
間
の
流
れ
に
沿
っ
て
配
置

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
「
吾
妻
鏡
」
か
ら
多
く
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
年
号
・
日

付
を
明
記
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
義
経
の
一
代
記
に
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
（
史
実

性
）
を
持
た
せ
よ
う
と
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
は
、
例
え
ば
鬼
一
法
眼

の
娘
が
死
ん
だ
日
や
義
経
と
弁
慶
が
出
会
っ
た
年
の
よ
う
に
、
史
実
性
に
乏

し
く
伝
承
性
の
強
い
説
話
に
す
ら
典
拠
不
明
の
年
号
・
日
付
を
明
記
し
て
い

る
こ
と
か
ら
も
伺
え
る
。

つ
ま
り
各
章
段
を
編
年
体
で
並
べ
て
い
く
こ
と
で
、
「
義
経
記
』
と
は
異

な
る
正
史
性
を
強
く
打
ち
出
そ
う
と
意
図
し
た
の
で
あ
る
。
逆
に
年
号
・
日

付
を
明
確
化
で
き
な
い
説
話
は
、
た
と
え
『
義
経
記
」
な
ど
で
当
時
広
く
知

四
こ

ら
れ
て
い
て
も
「
異
本
」
に
は
収
録
さ
れ
な
か
っ
た
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。

で
は
『
異
本
』
末
尾
（
「
判
義
経
奥
州
下
向
」
か
ら
屈
義
経
首
葬
こ

は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
義
経
の
生
涯
は
「
調
義
経
討
死
」
で
終
わ
る
が
、
そ

の
日
付
は
「
文
治
五
年
閨
四
月
晦
日
一
で
あ
り
（
瓠
オ
）
、
続
く
そ
の
後
日

諄
「
扣
義
経
室
家
仕
女
物
語
」
は
「
同
年
九
月
五
日
」
（
牡
ウ
）
と
な
っ
て

い
る
。
し
か
し
こ
れ
以
降
の
章
段
は
、
こ
れ
ま
で
の
検
証
結
果
に
反
し
構
成

上
の
破
綻
を
見
せ
、
義
経
の
死
に
よ
り
終
結
し
た
ス
ト
ー
リ
ー
が
「
虹
義
経

奥
州
下
向
」
の
北
国
落
ち
諄
か
ら
再
び
始
ま
り
時
間
が
逆
行
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
の
北
国
落
ち
讃
と
続
く
「
哩
頼
朝
奥
州
征
伐
」
に
は
年
号
・
日
付

が
示
さ
れ
て
い
な
い
“
続
く
「
柵
秀
衡
死
去
」
に
は
年
号
・
日
付
が
付
い
て

い
る
が
、
「
文
治
三
年
十
月
廿
九
日
（
鞭
ウ
）
」
と
「
文
治
四
年
ノ
頃
（
蝿

ウ
）
」
と
あ
り
、
流
れ
か
ら
す
る
と
「
妬
山
口
太
郎
家
任
」
の
後
に
く
る
べ

き
章
段
で
あ
る
“
次
の
「
Ｍ
忠
衡
討
死
」
で
示
さ
れ
る
「
同
年
六
月
廿
五
日

（
蛸
ウ
）
」
は
、
前
段
の
「
文
治
四
年
」
で
は
な
く
義
経
の
討
た
れ
た
文
治

（
九
．
》

五
年
に
相
当
す
る
の
で
、
「
狛
義
経
討
死
」
の
次
が
正
し
い
。
最
後
の
義
経

の
首
葬
に
つ
い
て
も
日
付
が
明
記
さ
れ
ず
、
出
典
も
不
明
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
時
間
の
重
複
と
錯
誤
は
、
時
間
の
流
れ
に
正
確
に
「
異
本
』
を
構
成
す

る
意
図
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
。
し
か
し
、
先
述
し
た
「
“
忠
衡
討
死
」
の
冒
頭

部
分
に
見
ら
れ
る
年
号
の
ミ
ス
か
ら
考
え
て
も
や
は
り
こ
の
個
所
は
未
整
理

と
い
う
感
が
強
く
、
．
「
扣
義
経
室
家
仕
女
物
語
」
で
終
了
す
る
「
異
本
』
の

ス
ト
ー
リ
ー
展
開
か
ら
は
み
出
た
北
国
落
ち
證
以
降
の
説
話
を
収
録
し
た
と

い
う
感
が
強
い
。

最
後
に
、
｜
沈
静
鎌
倉
下
向
一
か
ら
「
詔
鈴
木
重
家
」
ま
で
の
章
段
に
つ



い
て
見
て
い
く
。
こ
れ
ら
は
三
例
（
「
粥
堀
弥
太
郎
景
光
生
捕
」
「
型
佐
藤

忠
信
討
死
」
「
粥
山
口
太
郎
家
任
」
）
以
外
は
全
て
冒
頭
が
年
号
・
日
付
で

あ
る
と
い
う
形
式
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
「
義
経
周
辺
の
人
々
の
受
難
」

（
図
表
に
よ
る
）
と
全
て
義
経
周
辺
の
人
物
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
列
挙
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
を
上
巻
の
義
経
の
郎
等
な
ど
に
関
す
る
説
話
群
と
比
較
す
る
と
、

章
段
の
冒
頭
や
叙
述
の
面
、
時
間
の
流
れ
に
関
し
て
は
相
違
が
あ
る
が
、
義

経
の
周
囲
の
人
物
が
主
な
登
場
人
物
と
な
っ
て
い
る
章
段
を
一
括
し
て
配
置

す
る
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
こ
に
も
登
場
人
物
伝

の
カ
タ
ロ
グ
的
列
挙
と
い
う
章
段
構
成
に
対
す
る
意
識
が
働
い
て
い
る
の
で

あ
る
。以

上
、
本
稿
で
は
『
異
本
義
経
記
」
全
体
の
構
成
上
の
特
色
を
考
察
し
て

き
た
。
ま
と
め
る
と
、
ま
ず
「
異
本
」
は
各
登
場
人
物
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
随

所
に
挿
入
す
る
と
い
う
手
法
を
構
成
上
の
特
色
の
一
つ
と
し
て
い
る
こ
と
」

「
吾
妻
鏡
』
な
ど
の
正
史
的
資
料
か
ら
典
拠
不
明
の
伝
承
ま
で
幅
広
く
収
集

し
、
そ
れ
ら
を
一
つ
一
つ
年
代
順
に
配
列
す
る
が
、
そ
れ
は
時
に
カ
タ
ロ
グ

的
列
挙
と
な
り
、
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
に
破
綻
を
き
た
し
て
ま
で
関
連
す
る
内

容
で
，
一
つ
の
説
話
群
を
形
成
し
よ
う
と
す
る
性
向
も
持
っ
て
い
る
。

次
に
、
各
章
段
内
の
年
号
・
日
付
を
史
実
、
伝
承
に
か
か
わ
ら
ず
詳
細
に

示
す
こ
と
で
収
録
説
話
に
一
種
の
正
当
性
を
与
え
、
時
間
の
流
れ
に
沿
っ
て

ほ
ぼ
正
確
に
構
成
す
る
編
年
体
形
式
を
採
る
こ
と
”
ま
た
年
号
・
日
付
が
明

お
わ
り
に

「
異
本
義
経
記
」
の
構
成

記
さ
れ
て
い
る
か
で
、
「
義
経
記
』
な
ど
の
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
義
経
伝
承

を
も
取
捨
選
択
さ
れ
、
逆
に
今
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
異
伝
・
俗
伝
も
、

年
号
・
日
付
が
付
い
て
い
れ
ば
（
あ
る
い
は
付
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
）
積
極

的
に
取
り
込
ん
だ
可
能
性
が
あ
る
こ
と
。

こ
れ
ら
構
成
上
の
二
つ
の
特
色
に
よ
り
、
『
異
本
」
は
そ
れ
ま
で
の
「
判

官
も
の
」
に
は
な
い
作
品
と
い
え
よ
う
。
義
経
た
ち
に
関
す
る
様
々
な
デ
ー

タ
を
網
羅
し
た
新
し
い
一
代
記
を
「
正
史
」
（
あ
る
い
は
「
義
経
記
」
に
対

す
る
「
外
伝
」
と
し
て
の
意
味
も
持
つ
）
と
し
て
作
り
上
げ
ら
れ
た
の
で
あ

ろ
う
。
そ
の
他
の
『
異
本
』
構
成
上
の
特
色
な
ど
に
つ
い
て
は
、
他
日
改
め

て
検
討
し
た
い
。

注

二
）
以
下
、
『
異
本
』
と
略
す
。
諸
本
は
次
の
と
お
り
。

①
叡
山
文
庫
蔵
本
（
写
二
冊
、
江
戸
中
期
頃
の
写
か
）

②
松
井
簡
治
氏
旧
蔵
静
嘉
堂
文
庫
現
蔵
本
（
写
二
冊
、
江
戸
末
期
頃
の
写
か
）

③
松
井
簡
治
氏
旧
蔵
静
嘉
堂
文
庫
現
蔵
本
（
写
一
冊
、
江
戸
末
期
頃
の
写
か
）

以
下
の
本
文
引
用
は
②
に
よ
り
、
適
宜
①
を
参
照
し
た
。
翻
刻
は
、
漢
字
・

仮
名
の
別
は
全
て
②
の
ま
ま
と
し
た
が
、
慣
用
的
な
字
体
以
外
の
漢
字
は
原
則

と
し
て
現
行
の
活
字
体
に
改
め
た
。
引
用
に
際
し
適
宜
句
読
点
な
ど
を
付
け
た

章
段
分
け
、
章
段
名
は
高
橋
貞
一
氏
の
も
の
（
同
氏
「
異
本
義
経
記
」
（
「
仏

教
大
学
研
究
紀
要
」
訴
号
、
昭
四
八
。
’
三
〉
）
に
従
い
、
通
し
番
号
を
各
章
段

に
付
け
た
（
上
巻
第
一
話
「
義
朝
子
女
」
に
つ
い
て
上
巻
一
丁
表
に
記
事
が
あ

る
場
合
、
（
上
「
１
義
朝
子
女
」
、
１
オ
）
と
し
た
が
、
「
上
・
下
」
は
付
さ

以
下
の
本
文
引
用
は
②
に
よ
り
、
適
宜
①
を
参
照
し
た
。
翻
刻
は
、
漢
字
・

仮
名
の
別
は
全
て
②
の
ま
ま
と
し
た
が
、
慣
用
的
な
字
体
以
外
の
漢
字
は
原
則

と
し
て
現
行
の
活
字
体
に
改
め
た
。
引
用
に
際
し
適
宜
句
読
点
な
ど
を
付
け
た
《

章
段
分
け
、
章
段
名
は
高
橋
貞
一
氏
の
も
の
（
同
氏
「
異
本
義
経
記
」
（
「
仏

教
大
学
研
究
紀
要
」
訴
号
、
昭
四
八
。
’
三
〉
）
に
従
い
、
通
し
番
号
を
各
章
段

に
付
け
た
（
上
巻
第
一
話
「
義
朝
子
女
」
に
つ
い
て
上
巻
一
丁
表
に
記
事
が
あ

る
場
合
、
（
上
「
１
義
朝
子
女
」
、
１
オ
）
と
し
た
が
、
「
上
・
下
」
は
付
さ

四
三



れ
て
い
な
い
場
合
も
あ
る
）
・

（
二
）
『
異
本
」
に
関
す
る
主
な
先
行
論
考
は
以
下
の
と
お
り
（
分
類
は
筆
者
に
よ

る
）
・
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
志
田
元
氏
「
異
本
義
経
記
」
（
「
伝
湫
文
学

研
究
」
４
号
、
昭
三
八
）
、
同
氏
「
異
本
義
経
記
〈
下
〉
」
（
「
伝
承
文
学
研

究
」
５
号
、
昭
三
九
）
、
倉
員
正
江
氏
「
『
義
経
磐
石
伝
」
と
先
行
史
書
」

（
早
稲
田
大
学
国
文
学
会
「
国
文
学
研
究
」
鯛
集
、
昭
六
二
・
依
拠
資
料
に

つ
い
て
は
、
高
橋
貞
一
氏
「
異
本
義
経
記
」
二
仏
教
大
学
研
究
紀
要
」
琉
号

昭
四
八
・
三
）
、
大
城
実
氏
「
〈
研
究
ノ
ー
ト
〉
『
異
本
義
経
記
』
本
文
の
あ

り
方
に
つ
い
て
の
検
討
Ｉ
義
経
伝
承
を
載
せ
る
中
世
の
諸
文
献
と
の
関
係
に
お

い
て
’
一
（
「
立
教
高
等
学
校
研
究
紀
要
」
四
号
、
昭
六
三
）
・
本
文
構
成
に

つ
い
は
、
大
城
実
氏
「
叡
山
文
庫
蔵
「
異
本
義
経
記
』
の
構
造
－
義
経
の
婚
姻

関
係
を
中
心
に
Ｉ
」
（
「
軍
記
と
語
り
物
」
調
号
、
平
成
二
・
三
）
、
大
城
実

氏
「
『
異
本
義
経
記
」
作
者
の
一
つ
の
視
点
－
丹
波
国
と
の
か
か
わ
り
に
齢
い

て
ｌ
」
（
「
立
教
高
等
学
校
研
究
紀
要
」
加
号
、
昭
六
三
）
・
享
受
に
つ
い
て

は
、
島
津
久
基
氏
著
『
義
経
伝
説
と
文
学
』
（
昭
一
○
初
版
、
昭
五
二
再
版
、

大
学
堂
書
店
）
、
関
英
一
氏
「
『
義
経
記
評
判
』
の
注
釈
態
度
ｌ
引
用
書
め
検

討
を
中
心
と
し
て
－
」
（
「
国
学
院
大
学
大
学
院
紀
要
ｌ
文
学
研
究
科
ｌ
」
、

昭
五
九
）
、
大
城
実
氏
「
『
異
本
義
経
記
』
諸
伝
本
に
関
す
る
考
察
ｉ
特
に

「
義
経
知
緒
記
一
と
の
前
後
関
係
を
中
心
に
し
て
－
」
（
「
立
教
高
等
学
校
研

（
三
）
大
城
氏
「
叡
北

心
に
－
」
な
ど
。

（
四
）
大
城
氏
（
三
）

（
三
）
大
城
氏
「
叡
山
文
庫
蔵
『
異
本
義
経
記
』
の
構
造
ｌ
義
経
の
婚
姻
関
係
を
中

「
義
経
知
緒
記
』
と
の
前
後
函

究
紀
要
」
鵬
号
、
昭
六
二
）
。

論
文
収
載
の
図
表
を
ふ
ま
え
て
、
一
部
補
正
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。
次
頁
に
掲
載
。

（
五
）
テ
キ
ス
ト
で
は
、
下
巻
五
一
丁
表
に
『
吾
妻
鏡
』
か
ら
の
記
事
を
一
段
下
と

せ
ず
本
文
と
し
て
い
る
。
他
の
二
本
で
は
一
段
下
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ

で
は
章
段
に
加
え
な
い
。

（
六
）
年
号
・
日
付
を
克
明
に
記
す
『
異
本
」
は
、
時
間
の
流
れ
に
か
な
り
注
意
を

払
っ
て
い
る
（
詳
細
は
後
述
）
が
、
こ
の
二
個
所
（
「
週
鈴
木
重
善
」
「
脇
鎌

田
兵
衛
娘
牛
王
」
）
に
は
そ
れ
ま
で
の
流
れ
と
符
合
し
な
い
年
号
・
日
付
を
付

し
て
い
る
。

（
七
）
「
蛇
頼
朝
奥
州
征
伐
」
は
「
却
屋
島
合
戦
」
と
併
せ
て
、
『
異
本
』
の
典
拠

の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
『
太
平
記
評
判
秘
伝
理
尽
紗
』
と
の
間
係
に
つ
い
て
、

軍
記
・
語
り
物
研
究
会
第
二
九
八
回
例
会
〈
平
八
・
九
・
二
九
〉
に
て
「
『
異

本
義
経
記
』
の
成
立
と
そ
の
背
景
Ｉ
『
太
平
記
評
判
秘
伝
理
尽
紗
』
と
の
関
連

を
め
ぐ
っ
て
Ｉ
」
と
し
て
報
告
し
た
。
詳
し
く
は
別
槁
で
述
べ
る
予
定
。

（
八
）
高
橋
氏
「
異
本
義
経
記
」
、
大
城
氏
「
〈
研
究
ノ
ー
ト
〉
『
異
本
義
経
記
」

本
文
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
検
討
ｌ
義
経
伝
承
を
載
せ
る
中
世
の
諸
文
献
と
の

関
係
に
お
い
て
Ｉ
」
参
照
。

（
九
）
’
六
月
廿
五
日
」
は
忠
衡
が
討
ち
死
に
し
た
日
。
『
吾
妻
鏡
」
文
治
五
年
同

日
条
に
よ
る
と
「
奥
州
有
二
兵
革
一
。
泰
衡
諌
二
弟
泉
三
郎
忠
衡
一
。
零
」
と
あ
り
、

正
確
に
は
「
文
治
五
年
」
。（

や
ま
も
と
・
じ
ゅ
ん
本
学
大
学
院
博
士
課
程
）

四
四


